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天然リボソームでは翻訳困難な非標準モノマーが多数存在する。もし、これらの非標準モノマーを自
在に重合できるリボソームを設計できれば、革新的な新機能材料やバイオ医薬品開発に繋がる。しか
し、リボソームは生命の必須因子
であり、その改変は難しかった。
本研究では、申請者独自の試験管
内リボソーム生合成法を応用し、
試験管内リボソーム進化系を確立
することで、非標準モノマーを自
在に重合可能な人工リボソームを
創出する。

医療・ヘルスケア分野、創薬関連

試験管内リボソーム進化法の確立
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量子論の EPR 現象と歴史学の比較からは、記憶・歴史は、
物質の基本的な性質であることが推察されます。日常生活
では、記憶がなければ、昨日の事象を一日前の事象として
認識することはできず、時間という概念は重要な意味を持
たなくなります。これは、知性を持った物質の意識レベル
で起こる特殊な現象ではなく、むしろ物理法則に従うよう
にみえる物質全般が基本的に持つ特徴のように思えます。
量子論と熱力学の比較検討、例えば、熱力学における「孤
立系」、「状態量」等の諸概念の再検討は、ヘルスケア分野
における認知症対策にもつながっていくように思われます。
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量子論と熱力学の比較
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